
 

すべての警告、指示を読み、それに従うようにしてください。本書の内容に
ついて質問がある場合は、弊社までご連絡ください。

詳細については、安全データシートを参照してください

 

 

 

取付・取扱要領書
シュロス プロフィシート

警告と各種情報

準備・タイミング・温度
本書には安全データシートが含まれています。 

準備と時間 
シートを作成する前に、次のことを確認準備から完成するまでに最低2時
間は必要です。この時間が確保できない場合は、満足な結果が得られませ
ん。十分な準備と時間を確保してください。
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妊娠中/授乳中の接触は避けてください。
保護めがねと手袋を使用してください。万一に備えて

換気が不十分な場合は、呼吸用保護具を着用してください。

! DANGER

回避しないと軽微なまたは中程度の怪我の原因となります。

! CAUTION

Schroth Racing profi Seatを適切かつ効果的に使用する為
の作成・取り付け・使用および維持に役立つ重要なヒントが含まれ
ています。

! SAFETY
INSTRUCTIONS

キットを受け取って開封する際は、内容が正しく、損傷がないこと
を確認してください。クイックキュアレジンを湿気から保護しま
す。5°C未満の温度で保管しないでください。15°Cから25°Cが
最も好ましい保管温度です。

! SAFETY
INSTRUCTIONS

本製品は、明示の有無を問わず、保証なしで販売しています。全
ての怪我や死亡からユーザーを保護することは出来かねるため
一切の保証は行いません。ユーザーはそのリスクを承知している
ものとします。本製品の有効性、保証、取付け、使用、寿命および
保守はユーザー責任となりますご了承ください。重大な傷害また
は死亡から保護する能力に関して保証いたしません。レースは
SCHROTHの制御が及ばない状況が原因である可能性があり
ます。レースは危険です！ユーザー自身がリスクを負います。

! WAIVER

回避しないと死亡または重症につながる可能性があります。

! DANGER

回避しないと死亡または死亡につながる可能性のある危険な状
況を示します。

! WARNING

身体的傷害に関係のない慣行に対処するために使用されます。

! NOTICE

希望の着座位置からすべてのレーシングベルトを取り外します。ペダルと
ステアリングホイールがドライバーに合わせて調整されていることを確認
してください。ドライバーが通常のレーススーツ、FHRデバイス、ブーツ、レ
ーシングヘルメットを装備していることを確認してくださいシートフィッティ
ング。作業前に巻尺、マーカーペン、ストップウォッチをご用意ください。

車と座席エリア内の全ての縁の尖った箇所や鋭利な物をテープ
で留めるなどして覆います。これにより、シートフィット中にバッグ
に穴が開いたり損傷したりすることがなくなります。

! SAFETY
INSTRUCTIONS
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バッグをコックピットまたはシートシェルに取り付け、バッグを所定の位置に
しっかりと押し込み、ゆっくりと空気を抜いていきます。黒いバルブをバッグ
上部に位置させることで、簡単なアクセスで真空を調整するためことが可
能です。真空状態を最適化するため、バルブはビーズが存在する位置に配
置してください。そうでない場合、吸引時にバッグがうまく吸い込まれませ
ん。バッグがズレないように注意しながら、ドライバーをシートに座らせま
す。ドライバーはここで、ビーズを移動させることにより、目的の形状にな
るよう整えます。この過程を補助するために、バルブを都度、解放してバッ
グ内に空気を入れることも必要です。この段階で、ドライバーが目的の形
状にできなかった場合は、バッグ内のビーズ量が多すぎるため減らす必要
があります。ビーズの量を減らすには、バッグをコックピットから一度取り外
す必要があります。タップを外したら、ゆっくりとビーズを抜いてください。
何リットルのビーズを取り除いたかを記録してください。後で樹脂を混合す
るときにバッグ内のビーズ量を把握しておく必要があります。

シートキットに空気を入れたり、シートキットから空気を抜いたり
するために直接口で行わないでください。バッグには小さな部品
が含まれていますそれは飲み込まれる可能性があります。部品を
吸入/飲み込むと、窒息または窒息の恐れがあります。

! CAUTION

ドライフィットと最終の取り付けの間、ペダルとステアリングホイ
ールはドライバーの最良の位置とし、該当する場合はヘルメット、
FHRデバイス、レーシングオーバーオール、ブーツを着用する必
要があります。

! SAFETY
INSTRUCTIONS

この段階でかなりの時間をかける必要がありますが、量を変え、バッグの中
のビーズを動かすだけで、ドライバーは最適な座席ポジションを実現でき
るようになります。

重大な人身傷害または死亡のリスク。スポーツおよびチャンピオ
ンシップ規則に定義されているように、ドライバーのヘルメットは
ロールフープ（オープンコックピットカー）の下にある必要があり
ます。フォーミュラカーは高さに注意してください。最低限の高さ
について、現在の規則を参照してください。ロールフープの下に
正しくドライバーが座っていないと、重大な人身傷害または死亡
につながる可能性があります。

! WARNING作業エリアと環境温度
本製品の作業をスムーズに行うため、作業台および車の周辺に十分なス
ペースを確保してください。また、樹脂を使用するため屋外または換気の
良い場所を選んでください。
作業時にはコンビネーションフィルターA-P2または工業用マスクの使用を
お勧めします。本製品付属の樹脂は低温では反応しにくいため、注入時は
より高い温度を保てる環境で行ってください。
推奨される周囲温度範囲は15°Cから25°Cです。

ドライフィット（レジン/水不要）
レジンと水を使用する前に、ドライフィットを実行することが重要です。これ
はドライバーがドライの状態でのシートの感触に慣れており、ビーズの配置
と量を正しく判断できます。平らで滑らかな作業台にバッグを置き、ビーズ
を全体に均等に広げます。角を引っ張ってバッグを軽く伸ばし、折り目がな
いことを確認します。本製品のエア抜きを適用する前に、フォームフィルタ
ーと赤いOリングを確認してください。Oリングはバルブに取付けられてい
ます。真空源（クリーナーなどの吸引機は本製品に含まれていません）とホ
ースが取り付けられているバルブ（バルブを開くには、黒いタップを押した
まま、タップの後ろにあるボタンを押します）を実施します。バッグが「オレ
ンジピール」効果を発揮し始め、バッグがかなり硬くなるまで真空にします。
これにより、コックピットに取付けたときにバッグがその形状を保持するこ
とになります。

重大な人身傷害または死亡のリスク。ステアリングホイールは、
自由に動かせる必要があります。ドライバーの脚がステアリング
ホイールの操作を妨げたりしないことを確認しながら、取り付け
に注意を払う必要があります。また、ドライバーの腰と肩は水平
で中央にあるよう注意してください。ステアリングホイールのクリ
アランスやドライバーシートの高さおよび中央をチェックしない
と、車両を適切に操縦できなくなる可能性があります。

! WARNING

真空の度合いをわずかに調整することで、バッグを固くする、もしくは柔ら
かくすることができ、それによってドライバーが動き回れるようになり、サポ
ートが必要な場所にビーズを配置できます。
そうすることで、横方向のサポートが必要になるであろう箇所のバッグの
成形の際に、ドライバーが手助けをしてもらいやすくします。ドライバーが
希望の着座ポジションとなったら、バッグを真空状態にして、シートインサ
ートの形状を維持します。次に、ドライバーは慎重にコックピットから抜け出
します。この段階で、油性マーカーで印をつけると楽に作業できます。バッ
グにビーズのさまざまな厚さを測定して、背中、腰椎、脚をマーキングして
ください。また、ドライバーやコックピット環境に関連したサポートエリアを
マーキングすると、レジンを使った後も、最初のバッグのレイアウトを再現
するのに役立ちます。

 

クイックキュア・レジンとは
この新開発の速硬化性樹脂は、どの温度でもインサートを作ることができ
ます。5°Cを超えれば周囲温度に関係なく、非常に早く硬化します。（推奨
処理温度は15°Cから25°C）水は「活性剤」であり、他の樹脂よりもシンプ
ルで取り扱いが楽です。素早く作業するためには、クイックキュアレジンの
場合、予熱した水（30°C～40°C）を使用します。

稼働時間については表2をご覧ください。

レジン混合割合
これでドライフィットが完了です。必要なビーズの数が分かったら、シートを
作るために、樹脂と水の混合割合を割り出してください。
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表１：ビーズ／レジン／水の混合割合

Ratio Table  Bead / Resin & Water

（リットル）

25 0.7 100

30 0.8 100

40 1.0 150

50 1.3 150

70 1.7 300

ビーズ量
（リットル）

レジン量 水の量
（ミリリットル）（リットル）



 

レジンと水を準備し、混ぜ合わせるなど取り扱いの際は、保護め
がね、手袋、マスクを使用してください。適切な換気を行ってくだ
さい。保護クラスA-P2のマスクまたは自給式呼吸器を着用して
ください。樹脂を飲んだり摂取したりしないでください。硬化中
は、樹脂の近くやシートの近くで直火を使用したり火花を避けて
ください。保護具を使用しないと、目の怪我、炎症、その他の身体
的な原因となります。

! CAUTION

余った樹脂は水路に捨てないでください。

! NOTICE
最終取付け

最終的なフィッティングはドライフィットと同様です。（1～3ページ参照）
ただし、固体の製品を作るためにビーズがレジンと水と混ざっている点が
異なります。
ドライフィットの際に、バッグに付けたマーキングや寸法を使って、ビーズを
広げて各場所の必要な厚みを再現します。
混合物はドライフィットの時の真空状態と異なる動きをする為、この段階で
真空を調整するときは、注意が必要です。

運転手にとって最適な最終ポジションを達成するためには、複数の人で作
業を行う必要があります。作業時間は約25分しかありません。この段階で
ドライバーはシート内でビーズを必要な箇所に移動させる必要があります。
バッグはこの目的のために非常に頑丈で伸縮性のあるものですが、過度な
ストレスをかけないでください。
高品質の完成品にするには、ドライバーと接する面からできるだけ多くのし
わを取り除くことが重要です。

ステアリングホイールはロックツーロックで自由に動けるように
しなければりません。ドライバーの脚がステアリングホイールの
操作を妨げたりしないことを確認しながら、取り付けに注意を払
う必要があります。また、ドライバーの腰と肩は水平で中央にあ
るよう注意してください。ステアリングホイールのクリアランスや
ドライバーシートの高さおよび中央をチェックしないと、車両を適
切に操縦できなくなる可能性があります。

! WARNING

付属の測定容器を使用してレジンと水の量を調整してください。
完成したシートに影響する為、それぞれ正しい量になるように注
意してください。

! SAFETY
INSTRUCTIONS

ステップ1：最初に正しい量の樹脂のみをバッグに注ぎます。水なしの状態
で樹脂は不活性であり、これによりビーズと樹脂を完全に混合して、良好
な被覆率を得ることができます。バッグの黒いタップを開けます。付属の漏
斗を使用して、樹脂を注ぎます。作業中は、上記のすべての保護具を着用
してください。
注意：この段階でバッグに過度のストレスをかけないでください。開口部は
ビーズの上で中央に位置するようにしてください。漏斗を挿入し、レジンを
ビーズに注ぎます。バッグの内側にレジンが流れ落ちないようにしてくださ
い。すべての樹脂の注入が終わったら、黒いタップを再度取り付けます。そ
こから樹脂とビーズの混合が開始されます。
重要：ビーズと樹脂の混合が終わるまで約5分かかります。こねながら混合
し、バッグに行き渡らせます。［水不要］
ステップ2：ここからストップウォッチで計測してください。硬化するまで約
25分かかります。硬化後の修正はできません。
ステップ3：黒いタップを外し、水を注ぎます。再びタップを付けて、レジン
で覆われたビーズと水を混ぜます。長い時間をかけず、最大1～2分で素早
く混ぜます。ビーズが「ゆるい感じ」に変わるのを感じるでしょう。タップベ
ースはしっかりバッグに接着してください。タップの抜き差しの際は、無理
な力を加えないでください。ビーズをドライフィットと同じ位置に戻します。
この際、マーキングに合わせるとドライフィット時と同じ形状にしやすくなり
ます。その後、真空状態にしてください。

表2
作業時間 ビーズや樹脂に水を混ぜてから20～25分後。

硬化時間 作業時間＋10分 = 35分 : シートインサートは硬化し、
ビーズと水を混ぜてから35分で切る準備ができている。

注意 : ストップウォッチを使用し、20～25分後にドライバーが動かないようにしてください。
  完全に硬化するまでシートインサートに亀裂が入らないようにするためです。
  この過程で真空を維持する必要があります。

バッグにしわや折り目があると亀裂が入り、シートが弱くなる可能性があり
ます。しわや折り目をなくすことで、ビーズをレジンや水としっかり混ぜるこ
とができます。念入りにビーズを捏ね、動かすこともこのプロセスに役立ち
ます。ドライバーがシートの位置と形状に完全に満足している場合にのみ、
シートインサートのバッグを真空にし、ドライバーは希望の位置を維持しま
す。バッグからすべての空気が除去されたら、ドライバーは25分の作業時
間が終了するまでその位置に留まる必要があります。独自の樹脂混合によ
り、一定量の「ガス」が発生するため、形状を維持するために、このプロセ
ス中に再度真空にする必要があります。時間を測り続け、樹脂を充填した
シートで作業していた時間を常にドライバーに知らせてください。シートが
硬くなり固まるまでに25分かかります。
重要な注意：当社独自の樹脂と水の混合物は、温度にあまり敏感ではありま
せん。混合物は、温度に関係なくほぼ同じ速度で硬化します。したがって、
混合比と時間は守るように注意してください。

最終的な取り付け段階では、ペダルとステアリングホイールをド
ライバーの最良の位置に合わせます。該当する場合はヘルメッ
ト、FHRデバイス、レーシングオーバーオール、ブーツを着用す
る必要があります。バッグから折り目を取り除くように注意する必
要があります。そうしないと、完成したシートにひびや亀裂を残し
ます。最後に真空にする際に、真空になったシートは希望の形状
を保持しますが、真空度が高すぎないようにしないとシートが収
縮または変形します。

! CAUTION
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シートのトリミングと仕上げを行う際には、ドライバーと共に居て
フィードバックを受けるべきです。シートにカバーをする前に、ド
ライバーはコースでシートを試すことをお勧めします。そうする
ことで調整や追加の切り取りが必要になる場合があります。

バッグの余分な部分を切り取り、余分な材料をトリミングしてゆとりを確保
すると、今後のシートの取り付け/取り外しを容易にします。完璧なトリミン
グには、ホットナイフとサンディングブロックの使用をお勧めします。マスク
（呼吸の保護具）と目の保護具の使用が必要です。ラップベルトとショルダ
ーベルト、クロッチベルトのストラップ、FHR装置、ヘッドレストについては
トリミングする際にゆとりを持たせる必要があります。

仕上がったシートインサートは、お好みのカバーで被覆できます。完成した
プロフィシートを難燃性のカバーで覆うことをお勧めします。カバーの取り
付けには、無溶剤の接着剤のみを使用してください。

! SAFETY
INSTRUCTIONS

火災による重傷または死亡の危険性。座席を覆うときは、まず選
手権規定を参照してください。難燃性カバーを推奨しています。
正しいカバーで座席を覆うことができない場合、重大な人身事故
または死亡につながる可能性があります。

! WARNING

バッグとドライバーは、少なくとも約25分の硬化期間の間そのま
まにしておきます。

! NOTICE

シート仕上げ

どんなナイフでも扱うときは細心の注意が必要です。完成した座
席を整えるときは、保護手袋および保護めがねを必ず着用してく
ださい。 ホットナイフを使用する場合はマスクも必要です。

! CAUTION

ビーズと樹脂の混合物は、シートが最終的な形に整えられる前に、水と混
ぜてから35分後にシートを扱うのに十分な硬さになります。
シートが硬化したら、慎重に取り外してください。あらかじめ、硬化したシー
トを取り外す最良の方法を検討しておいてください。 
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シュロスでは、予告なしに本商品の技術面での変更または商品開発を行う場合がありますので、予めご了
承ください。 
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